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 進路だより ～職業講演会がありました～  
 

いよいよ、１学期が終わり、夏休みですね。 

今回の進路だよりは、職業講演会の様子や、進路に関する情報等について、お伝えしたいと思い

ます。 

職業講演会を開催しました 
6月 12日(金)、本校の卒業生をお招きして職業講演会を開催いたしました。 

今回は、本校の卒業生で、JALサンライトでヘルスキーパーとして、御活躍されている 

上杉里菜さんを講師にお迎えしました。 

講演のテーマは、「明星から、世界を支える企業へ ～憧れの JALで働く卒業生が語る、夢の叶

え方～」です。例年は講師の先生にお話しいただくスタイルでしたが、今回は初の試みとして「対

談形式」で行われました。 

講演の中では、本校に在籍していた頃の経験談や思い出をはじめ、県外で生活する中で感じた

ことなど、多岐にわたるお話を伺うことができました。現在の素晴らしい御活躍に至るまでには、

多くの苦悩や葛藤があったことも率直に語ってくださいました。 

さらに、地元を離れて関東の大学へ進学した際のエピソードや、社会で働く中での苦労など、

御自身の貴重な経験に基づくお話もたくさんいただきました。特に「様々な人と関わることが大

切」というメッセージでは、「学校の中は温かい人ばかりだけれど、一歩外に出ると色々な人がい

る。学校生活の中で多様な人間関係を先に経験しておくと、社会に出てから辛い思いをせずにす

む」という、在校生や保護者の方々の心に深く響くアドバイスをいただきました。 

また、社会人となりヘルスキーパーとなった今、「人に喜ばれる仕事ができてとても嬉しい」 

と、あはき（あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師）という仕事の魅力についても熱く語

る姿が印象的でした。 

終始アットホームで、上杉さんの友人でもある甲斐清隆先生との対談ということもあり、上杉

さんの温かいお人柄が伝わる和やかで笑顔溢れる楽しい雰囲気の講演会となりました。当日は保

護者の方々にも御参加いただきましたので、ぜひ今後の生活の参考にしていただければ幸いです。 

講演会の前後には、上杉さんが在学当時の先生方や生徒たちと再会を果たす場面もありました。

楽しそうに思い出話に花を咲かせる姿を見て、学校を離れてもなお続く「つながり」の大切さを、

教職員一同、改めて実感する一日となりました。 

最後になりますが、お忙しいスケジュールの中、後輩たちのために遠方から駆けつけ、温かく

情熱的なお話を届けてくださった上杉さん、本当にありがとうございました。上杉さんの今後の

ますますの御活躍を、学校一同、心より応援しております。 

 

 

 



進路選択の参考に 
その１ 特別支援学校と高等学校の卒業証書について 

中学校や中学部を卒業した後の進路を考えるにあたり、「特別支援学校高等部を卒業すると、卒

業資格はどうなるのだろう？」という疑問をもつ方もいらっしゃるかもしれません。今回は、進路

選択に役立つ、卒業資格の基本的な内容についてお伝えします。 

まず、結論からお答えすると、特別支援学校高等部を卒業した際に授与されるのは、その学校の

「特別支援学校高等部卒業証書」です。それぞれの学校で学ぶ内容が異なるため、卒業証書もそれ

ぞれの学校のものが手渡されます。本校の場合は、「宮崎県立明星視覚支援学校 高等部」の卒業証

書ですが、どちらの学校を卒業しても、国が定める「後期中等教育の課程を修了した」という公的

な証明になり、その後の手続きや進路における効力は同じです。大学や短期大学、専門学校等の受

験資格（大学入学資格）が同様に認められます。社会的な学歴の位置付けとしても、同等の資格と

して扱われます。 

学校の名称や証書の文面には、それぞれの教育目的に応じた違いがありますが、どちらもそれぞ

れの環境で必要な学びをしっかりと修めた証（あかし）であり、次のステップへ進むための確かな

基盤となる、等しく誇るべき立派な卒業資格です。 

※ 知っておきたい大学受験とカリキュラム（授業内容）のお話 

大学や専門学校の受験資格は同じですが、特別支援学校高等部と高等学校とでは、それぞれの教

育目的に応じたカリキュラム（授業内容）で教育課程が編成されています。そのため、将来的に大

学受験等（特に一般選抜など）を目指される場合は、学校の授業内容に加えて、志望校の試験科目

に合わせた「御家庭での主体的な受験対策や個別の学習準備」が必要になってまいります。お子様

の将来の選択肢を広げるためにも、「卒業後の受験資格は同じ」であっても「受験に向けた準備や対

策には違いがある」という点を御理解いただき、今後の進路選択の参考にしていただければと思い

ます。 

 
その２ 知っておきたい、進路を支える新しい社会の動き 

近年、一人ひとりの多様な学びや卒業後の歩みを応援するため、法律や国の制度が新しく変わっ

てきています。今回は、これからの選択をより前向きに考えるための大切なニュースを 2つ紹介し

ます。 

１つ目は、こちらも今年２０２６年 4月から、就学支援金（高校無償化）の所得制限が公立・私

立を問わず完全に撤廃されたことです。特別支援学校高等部への進学をはじめ、様々な学校への進

学を、経済的な心配を減らして検討できるようになりました。詳しくは、「高校生等への修学支援」

と検索して、文部科学省ホームページで御確認ください。 

２つ目は、今年２０２６年 7 月から、企業が障がいのある方を雇用する割合（法定雇用率）が

2.7％に引き上げられることです。これは、「社員が 37.5人以上いる会社は、最低でも 1人以上の

障がい者を雇わなければならない」というルールになります。大企業などで計算すると、社員 1,000

人に対して 27人以上の割合です。これにより、社会全体で共に働く環境づくりがさらに進み、卒

業後の活躍の舞台や選択肢が着実に広がっています。 

 

今後の国や自治体の動きなど、報道等で新しい情報を知る機会もあるかと思います。進路につい

て何か分からないことやお困りのことがありましたら、いつでも本校の「キャリア支援部：進路支

援班」までお気軽に御相談ください。 

 宮崎県立明星視覚支援学校 
 担 当 キャリア支援部：進路支援班 
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